
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   
 

学 校 名 岐阜県立大垣桜高等学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月２日（土）・１１月２１日（木） 

実 施 概 要 ①すのまた校区文化祭参加 ②授業参観 ③食物科集団給食の試食 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ☑文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  ☑地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者              ２８ 人  
    計     ３３ 人 

地域関係者                ５ 人 

実 施 状 況 
 

１ すのまた校区文化祭参加（１１月２日（土））  

・文化系部活動（手工芸部、美術部、ファッションデザイン部）の作

品展示や茶華道部の呈茶サービス、吟詠剣詩舞部のステージ発表を

行った。 

・本校文化祭のクラス作品や整美委員会による防災に関する掲示、食

物科生徒の米画を展示発表した。 

２ 授業参観の実施（１１月２１日（木）４，５限目） 

   ・保護者に、授業を公開した。 

３ 食物科集団給食の試食（１１月２１日（木）４限終了後） 

・保護者や地域の方に食物科３年生が科目「調理」の学習として実施

している集団給食実習の試食をしていただいた。旬の食材や地域の

食材を用い、栄養価を考えた献立を立て、調理・サービスを行った。 

成果及び課題 

  
 

・すのまた校区文化祭では、生徒が日頃の活動成果を作品展示やステージ

で積極的に発表し、達成感を味わうことができた。地域の方に本校の特

色ある学習内容や活動状況を理解してもらう機会となった。 

・授業参観や食物科集団給食の試食では、生徒が生き生きと活動して

いる様子や特色ある専門科の学習内容（掲示物や実習）、実際に使用

している施設・設備を見ていただき、本校への理解を一層深めていた

だくよい機会であった。 

・地域や保護者の方には、学校内外の行事やホームページを通して、本校

の教育活動の理解を得ているが、今後は、さらに生徒が自ら地域社会づ

くりに貢献できるよう、地域の文化や産業に対する理解を深めさせたい。 

・参加者が少ないので、参加者を増やす工夫を考えたい。 

  


